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高松市病院局総合評価落札方式実施要領 

（趣旨） 

第１条 この要領は、高松市病院局が発注する建設工事（契約監理課経由分に限る。）の請負契約にお

いて、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の１０の２（同令第１６７条の１３

において準用する場合を含む。）の規定により価格その他の条件が高松市にとって最も有利なものを

もって申込みをした者を落札者とする総合評価落札方式（以下「総合評価落札方式」という。）を実

施することに関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義等） 

第２条 この要領において「簡易型総合評価落札方式」とは、総合評価落札方式のうち、評価の区分に

応じ、次に掲げる方式をいう。 

(１) 価格のほか、簡易な施工計画（施工上の課題を含む。以下同じ。）、同種・類似工事の経験、

工事成績等の項目につき総合的に評価する方式 

(２) 価格のほか、同種・類似工事の経験、工事成績等の項目につき総合的に評価する方式 

２ 簡易型総合評価落札方式は、原則として前項第１号に掲げる方式を採用するものとする。ただし、

当該案件において施工計画の内容について客観的に判断するための効果的な評価項目を設定すること

ができない場合は、同項第２号に掲げる方式を採用するものとする。 

３ 簡易型総合評価落札方式においては、第１項各号に定める項目のほか、災害時に建設業者が果たす

べき役割の重要性にかんがみ、当分の間、災害時の活動体制を評価項目とする。また、必要に応じ、

企業の地域性・社会性等についても、評価項目とする。 

４ この要領において「特別簡易型総合評価落札方式」とは、総合評価落札方式のうち、価格のほか、

企業の施工能力及び地域精通度（工事場所からの近接の度合い）につき総合的に評価する方式をいう。 

５ 簡易型総合評価落札方式の略称はⅠ型（技術評価型）、特別簡易型総合評価落札方式の略称はⅡ型

（地域密着型）とする。 

（対象工事） 

第３条 総合評価落札方式は、評価において競争性が確保されることに留意しつつ、方式に応じ、次の

工事に係る入札において実施するものとする。 

(１) 簡易型総合評価落札方式 予定価格１億円以上の工事 

(２) 特別簡易型総合評価落札方式 高松市病院局入札後審査型制限付き一般競争入札実施要領（平

成２３年１２月２８日施行）第４条第４項第１号に規定する市内企業のみが入札参加資格を有する

とされた土木一式工事であって、その予定価格が１，５００万円以上３，０００万円以下であるも

の 

２ 前条第１項各号の方式のうちいずれを採用するのかの決定（設備の場合は、施工計画に係る配点に

ついての決定を含む。）に当たっての手続は、別に定めがあるもののほか、次のとおりとする。 

(１) 当該工事の監督及び検査を所管する各課又は室の長、当該監督及び検査担当職員並びに契約担

当課長が指名する職員が協議し、その結果を決裁文書に記載すること。 

(２) 前号の結果について高松市工事請負等審査委員会規程（平成２７年高松市規程第 

３号）に定める高松市工事請負等審査委員会の審査に付すること。 

３ 簡易型総合評価落札方式は、必要があるときは、第１項第１号に規定する工事以外の工事に係る入
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札においても実施することができる。 

（学識経験者の意見聴取） 

第４条 総合評価落札方式を実施するに当たっては、次に掲げる事項について、あらかじめ２人以上の

学識経験を有する者の意見を聴かなければならない。 

(１) 総合評価落札方式により入札を行うことの適否 

(２) 落札者の決定に関すること（前号の事項に係る意見聴取に際し、改めて意見を聴く必要がある

かどうかについて意見を聴き、落札者の決定について、改めて意見を聴く必要があるとの意見が述

べられた場合） 

（総合評価の方法） 

第５条 総合評価落札方式で定める評価は、除算方式とし、 落札者の決定は、次の方法による。 

(１) 落札者決定方式 

入札参加者のうち、入札価格が予定価格以下である者に対し、この条の規定により得られる評価

値の最も高い者を落札者とする。ただし、あらかじめ設定した価格を下回った者は、失格とする。  

(２) 評価値  

評価値＝技術評価点÷入札価格（単位:千万円）  

＝（標準点＋加算点）÷入札価格（単位：千万円）  

標準点：入札参加条件を満足する入札参加者について１００点の標準点を与える。  

加算点：あらかじめ設定した評価項目及び評価基準に基づき評価された加算点を与える。  

評価値の計算において入札価格の単位は千万円とし、求められる値（評価値、基準評価値）は

少数点以下４位（５位四捨五入）とする。  

また、評価値は、基準評価値（次の算式により得られる値をいう。）を下回らないこと。 

基準評価値＝１００点（標準点）÷予定価格（単位：千万円）  

(３) 評価値の最も高い者が２者以上あるときは、入札価格の低い者を落札者とする。ただし、入

札価格も同額である場合は、くじにより落札者を決定する。  

２ 高松市最低制限価格制度要領（平成２６年１月３１日施行）第２条から第６条までの規定は、地方

自治法施行令第１６７条の１０の２第２項の規定により、前項第１号ただし書の価格を設ける場合

について準用する。 

３ 第１項第２号の加算点は、別表（以下「加算点算定基準」という。）に基づき配点するものとする。 

４ 特定建設工事共同企業体での入札の場合は、代表者となる構成員について評価する。ただし、入札

公告において別段の定めがあるときは、この限りでない。 

５ 施工計画に係る評価点は、第３条第２項第１号に規定する職員が協議し定め、評価値は、高松市病

院局事務決裁規程（平成２３年病院局管理規程第５号）の規定により、契約担当課長が専決する。 

（技術評価内容等の確保） 

第６条 落札者の決定に反映された施工計画が履行できなかった場合又は落札者の決定に反映された配

置予定技術者に係る評価と同等評価以上の技術者を当該工事に配置しなかった場合は、次に定めると

ころにより、工事成績評定を減点し、違約金を徴収する。ただし、施工条件の変更、災害その他受注

者の責めに帰すことのできない事由により、入札時に評価の得られた項目の履行に影響が生じた場合

は、現場の条件により、必要に応じてその取扱いを受注者と協議するものとする。 



3 

 

 (１) 工事成績評定の減点措置（次により算出された項目ごとの数値の合計が工事成績評定の減点値

となる。） 

工事成績評定の減点値 

＝（（Ａ－Ｂ）／Ａ）×（該当評価項目の評価点（入札時）／合計評価点（入札時））×１０点 

Ａ：該当評価項目の評価点（入札時）  

Ｂ：該当評価項目の評価点（施工後の実施に係るもの）  

配置予定技術者に係る評価にあっては、「該当評価項目の評価点」とあるのは、「配置予定

技術者に係る評価項目の評価点の合計」とする。 

工事成績評定の減点値は小数点以下を四捨五入した値とする。 

(２) 違約金の徴収  

違約金＝Ｃ－Ｃ×（（Ｄ＋Ｅ）／（Ｄ＋Ｆ））  

Ｃ：当初契約金額  

Ｄ：標準点＝１００点  

Ｅ：施工後の実施値による合計加算点  

Ｆ：当初入札時に記載した施工計画及び配置予定技術者による合計加算点 

違約金は、１円未満切捨てとする。  

２ 加算点算定基準のうち、次の各号に掲げる評価項目においては、当該各号に該当する場合は、工事

成績評定点からそれぞれ３点の減点を行うものとする。 

(１) 登録基幹技能者の活用 落札者の決定に反映された登録基幹技能者として契約締結後届け出た

者が、当該職種に係る作業に従事していることが発注者において確認できないとき、又は監理技

術者若しくは現場代理人と兼務しているとき。 

(２) 市内企業の活用 受注者の責めに帰すべき事由により落札者の決定に反映された配点に係る評

価基準が履行できなかったとき。 

（入札方法） 

第７条 総合評価落札方式により入札を行うときは、この要領及びその細則並びに高松市病院局契約事

務取扱要綱第１項において準用する高松市制限付き一般競争入札実施要領（平成６年４月１日施行）

（以下「一般競争入札実施要領」という。）、高松市病院局入札後審査型制限付き一般競争入札実施

要領、高松市病院局公募型指名競争入札実施マニュアル（平成２３年１２月２８日施行）及び高松市

病院局電子入札（工事・コンサル）運用基準（平成２３年４月８日施行）により実施するものとする。 

（苦情の申立て等） 

第８条 総合評価落札方式による入札において落札者とならなかった者のうち落札者の決定結果に対し

て不服がある者の苦情及び再苦情の申立てに関しては、高松市病院局工事等の入札及び契約の過程並

びに指名停止等措置に係る苦情処理手続要領（平成２４年７月１日施行）の定めるところによる。 

（評価結果等の公表） 

第９条 入札及び契約手続の透明性・公正性を確保するため、総合評価落札方式の評価項目及び評価基

準、落札者の決定方法等については、第１号に定めるところにより、あらかじめ入札公告等において

明らかにし、入札者の提示した施工計画等の評価及び落札結果等については、第２号に定めるところ

により、契約後速やかに公表する。 
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(１) 入札公告等において、次の事項を明記する。 

ア 総合評価方式の適用の旨 

イ 評価項目及び評価基準 

ウ 落札者の決定方法 

エ 施工計画又は配置予定技術者についての提案が履行できなった場合の措置 

(２) 契約後速やかに次の事項を公表する 

ア 業者名 

イ 各業者の入札価格 

ウ 各業者の評価値 

（秘密の保持） 

第１０条 総合評価に関する審査結果を除き、この要領に基づき入札者から提出された資料等は、公表

しないものとする。 

（委任） 

第１１条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、病院事業管理者が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、平成２５年７月１日から施行する。 

（工事成績平均評定点の対象期間に係る経過措置） 

２ 平成２５年度においては、別表企業の施工能力の項中「過去４年間」とあるのは、「過去３年間」

とする。 

（高松市病院局総合評価落札方式試行要領の廃止） 

３ 高松市病院局総合評価落札方式試行要領（平成２３年１２月２８日施行）は、廃止する。 

４ この要領の施行の日前に公告その他の契約の申込みの誘引を行った契約に関しては、前項の規定に

よる廃止前の高松市病院局総合評価落札方式試行要領の規定は、なおその効力を有する。 

（高松市病院局公募型指名競争入札実施マニュアルの一部改正） 

５ 高松市病院局公募型指名競争入札実施マニュアルの一部を次のように改正する。 

（次のよう略） 

（高松市病院局公募型指名競争入札実施マニュアル運用基準の一部改正） 

６ 高松市病院局公募型指名競争入札実施マニュアル運用基準（平成２３年１２月２８日施行）の一部

を次のように改正する。 

（次のよう略） 

（一般競争入札実施要領の一部改正） 

７ 一般競争入札実施要領の一部を次のように改正する。 

 （次のよう略） 

（高松市病院局入札後審査型制限付き一般競争入札実施要領の一部改正） 

８ 高松市病院局入札後審査型制限付き一般競争入札実施要領の一部を次のように改正する。 

 （次のよう略） 

（高松市病院局工事等の入札及び契約の過程並びに指名停止等措置に係る苦情処理手続要領の一部改
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正） 

９ 高松市病院局工事等の入札及び契約の過程並びに指名停止等措置に係る苦情処理手続要領の一部を

次のように改正する。 

 （次のよう略） 

附 則 

１ この要領は、平成２５年１０月２８日から施行する。 

２ 改正後の高松市病院局総合評価落札方式実施要領の規定は、この要領の施行の日以後に公告その他

の契約の申込みの誘引を行った契約について適用する。 

   附 則 

 この要領は、平成２６年１０月６日から施行する。 

附 則 

 この要領は、平成２７年３月１日から施行する。 

附 則 

１ この要領は、平成２８年６月２１日から施行する。 

２ 改正後の別表の規定は、この要領の施行の日以後に行う公告その他の契約の申込みの誘引に係る契

約について適用し、同日前に行われた公告その他の契約の申込みの誘引に係る契約については、な

お従前の例による。 


